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　対象と思われる人で、まだ手当を受けていない人は、各担当窓口で相談のうえ、早めに申請してください。

※所得制限があります。

※手当額などは変更する場合があります。

問い合わせ手当額（月額）対　　象手当名

障害福祉課
（緯〈７１〉２２２５）

手当の等級
１級施５万４００円
２級施３万３５７０円

ＩＱ５０以下、または身体障害者手帳１～３級（４級の一部を含む）
程度の障害のある２０歳未満の児童を養育している人
※対象児童が障害を事由とした年金受給や、施設入所をしている 
　場合は対象になりません。

特別児童
扶養手当

２万６２６０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で重度の障害があるため、診断書により日常生活で常時
特別な介護が必要であると認められる人
※施設入所者、長期入院者、愛知県在宅重度障害者手当受給者は 
対象になりません。

特別
障害者
手当

１万４２８０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で重度の障害があるため、診断書などにより日常生活で
常時介護が必要であると認められる児童（障害の程度は次の①～③
のいずれか）
①１級（２級の一部を含む）程度の身体障害
②ＩＱ２０以下
③前記と同程度の障害、または病状で常に介護が必要な場合
※障害を事由とした年金受給者、施設入所者、愛知県在宅重度障
害者手当受給者は対象になりません。

障害児
福祉手当

１種施１万６１００円
２種施７０００円

１種…１・２級の身体障害者でＩＱ３５以下
２種…①１・２級の身体障害者
　　　②ＩＱ３５以下
　　　③３級の身体障害者でＩＱ５０以下
※２種では、６５歳以上で新たに障害者手帳を取得した人は対象に
なりません。
※特別障害者手当、障害児福祉手当または経過的福祉手当の受給
　者、介護保険による療養型入院、施設入所者は対象になりません。

在宅重度
障害者
手当

障害の等級により２０００円～
６０００円

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を所持してい
る人

障害者
扶助料

子育て支援課
（緯〈７１〉２２２９）

１人目施４万１４３０円
２人目施５０００円加算
３人目以降施１人増すごと
に３０００円加算
（所得により減額あり）

父または母のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の末日
まで）の児童および２０歳未満の中度・重度の障害児の父または母、
または父母にかわってその児童を養育している人
※父または母が重度の障害の場合も対象になります。

児童扶養
手当

市遺児手当施２５００円
県遺児手当施４５００円（１～
３年目は４５００円、４・５年
目は２２５０円、６年目からは
資格喪失）

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年
度の末日まで）の児童を養育している人
※父または母が重度の障害の場合も対象になります。

市・県
遺児手当

●
募
集
委
員

陰
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委

員
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

（
両
委
員
を
兼
務
）

隠
介
護
保
険
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
委
員

●
募
集
人
員
　

各
１
人

●
対
象
　

市
内
在
住
で
、
介

護
保
険
な
ど
高
齢
者
福
祉
に

関
心
の
あ
る
　

歳
以
上
の
人

４０

●
任
期
　

平
成
　

年
３
月
　

２７

３１

日
昇
ま
で

●
選
考
　

書
類
・
面
接

●
申
し
込
み
　

５
月
　

日
晶

１８

ま
で
の
午
前
８
時
　

分
～
午

３０

後
５
時
　

分
に
、
所
定
の
応

１５

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
か
郵
送
で
介
護
保

険
課（
〒
　－

８
５
０
１
住

４４６

所
記
載
不
要
）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
・
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配

布
。

●
問
い
合
わ
せ
　

介
護
保
険

課（
緯〈
　

〉２
２
２
６
）

７１

֘当するਓૣΊにਃΛ
障害者・ひとり親家庭などに関する手当の支給制度
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■
軽
自
動
車
税
減
免
の
申
請
期
限

は
５
月
　
日
昭
で
す

２４

　
対
象
の
軽
自
動
車
を
所
有
す
る

人
は
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

●
対
象
　

次
の
①
～
③

①
一
定
の
障
害
以
上
の
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
な
ど
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車（
タ
ク
シ

ー
券
受
給
や
普
通
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除

く
）

※
障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台
。
ま

た
、
障
害
の
等
級
に
よ
り
家
族

運
転
の
場
合
も
対
象
。

②
身
体
障
害
者
等
用
構
造
車（
車

い
す
移
動
車
）

③
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
社
会
福

祉
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い

る
軽
自
動
車

■
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納

税
を
お
忘
れ
な
く

　
５
月
　

日
昭
が
納
期
限
で
す
。

３１

４
月
１
日
現
在
で
の
軽
自
動
車
の

所
有
者
へ
、
５
月
１
日
昇
に
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
ま
た
普

通
自
動
車
所
有
者
に
は
、
５
月
上

旬
に
、
県
か
ら
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。

　
な
お
、
名
義
変
更
・
廃
車
手
続

き
な
ど
を
他
人
に
依
頼
し
、
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
早

め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

転
居
な
ど
で
届
か
な
い
場
合
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

軽
自
動
車
税
止

市
市
民
税
課（
緯〈
　

〉２
２
１
３
）

７１

自
動
車
税
止
県
西
三
河
県
税
事
務

所（
緯
０
５
６
４〈
　

〉２
７
１
２
）

２７

■
口
座
振
替
の
人
へ
軽
自
動
車
税

納
税
証
明
書（
継
続
検
査
日
）を
６

月
７
日
昭
に
発
送
し
ま
す

　
５
月
　

日
昭
か
ら
証
明
書
が
届

３１

く
ま
で
の
間
に
、
軽
自
動
車
の
車

検
の
た
め
納
税
証
明
書
が
必
要
な

人
は
、
市
民
税
課
ま
た
は
支
所
・

出
張
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
月
　

日
昭
～
６
月
５
日

３１

昇
に
申
請
す
る
場
合
は
、
口
座
引

き
落
と
し
を
記
帳
し
た
通
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
証
明
書
の
有
効
期

限
は
５
月
　
日
昌
で
す
。

３０
■問 
▼
市
民
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
３
）

７１

　
安
城
高
等
女
学
校（
安
城
高

等
学
校
の
前
身
）は
、
新
美
南

吉
が
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
　１７

年
前
の
１
９
２
１（
大
正
　
）年
、

１０

安
城
町
立
の
女
子
中
等
教
育
機

関
と
し
て
、
毛
賀
知
の
地（
現

桜
町
）に
開
校
し
ま
し
た
。
修

行
年
限
は
４
年
、
定
員
は
各
学

年
　
人
で
し
た
。

１００
　
安
城
高
等
女
学
校
の
特
色
の

１
つ
に
、
農
業
実
習
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
　
年
度
の「
農
業
実

１０

習
予
定
表
」に
よ
る
と
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
イ
チ

ゴ
な
ど
の
栽
培
を
は
じ
め
蚕
飼

育
、
真
綿
製
造
な
ど
、
そ
の
内

容
は
実
に
多
彩
で
す
。

　
農
業
実
習
が
授
業
に
加
え
ら

れ
た
の
は
、
大
正
　
年
か
ら
。

１５

そ
の
頃
の
安
城
は「
日
本
デ
ン

マ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
る
農
業
先

進
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
生
徒
の
約
半
数
が
地
元
出

身
だ
っ
た
当
時
、
地
元
の
理
解

を
得
、
存
在
を
認
め
ら
れ
る
た

め
に
は
、
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
る
教
育
が
必
要
と
考
え
ら
れ

た
の
で
す
。

　
南
吉
が
赴
任
し
た
昭
和
　
年
、

１３

英
語
と
国
語
の
ほ
か
に
農
業
も

担
当
し
て
お
り
、
大
豆
の
収
穫

作
業
を
す
る
女
学
生
の
様
子
を

詳
細
に
ノ
ー
ト
に
書
き
記
し
て

い
ま
す
。

　
当
時
は
、
前
年
に
日
中
戦
争

が
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
授

業
に
も
徐
々
に
戦
時
色
が
出
始

め
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
　
年
３
月
に
ま

１４

と
め
た
生
徒
詩
集
第
二
集『
縁

側
の
針
』に
、
南
吉
は
こ
ん
な

詩
を
載
せ
て
い
ま
す
。

「
私
ハ
少
女
タ
チ
ノ
コ
ー
ラ
ス

ノ
ナ
カ
二
／
花
束
ノ
ヨ
ウ
ナ
心

ヲ
抱
イ
テ
立
ッ
テ
イ

ル
／
少
女
タ
チ
ノ
コ

ー
ラ
ス
ハ
私
ヲ
ス
ギ

テ
流
レ
／
少
女
タ
チ

ノ
コ
ー
ラ
ス
ノ
届
ク

ト
コ
ロ
カ
ラ
／
コ
ト

シ
ノ
春
ガ
ハ
ジ
マ
ル
」

（「
合
唱
」よ
り
）

　
安
城
高
等
女
学
校

に
は
た
く
さ
ん
の
花

が
あ
り
ま
し
た
。
学

年
ご
と
に
花
壇
が
あ

り
、
生
徒
た
ち
が
交

代
で
世
話
を
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
南

吉
も
四
季
折
々
の
花

を
楽
し
み
、
時
に
は

世
話
に
加
わ
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
戦
争

へ
と
突
き
進
ん
だ
時

代
、
さ
ら
に
自
身
の

健
康
に
常
に
不
安
を

抱
い
て
い
た
南
吉
に
と
っ
て
、

安
城
高
等
女
学
校
で
の
日
々
は
、

春
の
花
の
よ
う
に
心
を
温
め
て

く
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
今
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
南

吉
コ
ラ
ム
。
安
城
と
新
美
南
吉

と
の
か
か
わ
り
を
、
毎
月
１
日

号
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
お
知

ら
せ

当当時の安城高等女学校（同校新築落成式記念絵葉書より当時の安城高等女学校（同校新築落成式記念絵葉書より））
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■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
展

●
と
き
　

５
月
　

日
晶
～
　

日
掌

１１

１３

●
と
こ
ろ
　

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市

民
会
館

●
内
容
　

ち
ぎ
り
絵
、
創
作
帯
結

び
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
植
物
、

く
み
ひ
も
、
茶
会
、
俳
句
、
短
歌
、

華
道
、
俳
画
、
愛
石

■
芸
能
ま
つ
り

●
と
き
　

５
月
　

日
松
午
後
１
時

１２

　
分
～
午
後
３
時
　

分
、
　

日
掌

２０

４０

１３

午
前
　

時
～
午
後
３
時
　

分

１０

４０

●
と
こ
ろ
　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　

筝
曲
、
尺
八
、
民
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
、
日
本
舞
踊
、

津
軽
三
味
線
、
謡
曲
、
コ
ー
ラ
ス
、

大
正
琴
、
詩
吟
、
マ
ジ
ッ
ク

■
美
術
展（
前
期
）

●
と
き
　

５
月
　

日
昇
～
　

日
掌

１５

２０

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
　

日
は

１５

午
後
１
時
か
ら
、
　

日
は
午
後
４

２０

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容
　

日
本
画
、
水
墨
画
、
洋

■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５

画
、
書
、
写
真

■
美
術
展（
後
期
）

●
と
き
　

５
月
　

日
昇
～
　

日
掌

２２

２７

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
　

日
は

２２

午
後
１
時
か
ら
、
　

日
は
午
後
４

２７

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容
　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

陶
芸
、
工
芸

　
国
民
体
育
大
会
成
年
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
愛
知
県
選
抜
大
会
を
開

催
。
終
了
後
に
決
勝
参
加
チ
ー
ム

に
よ
る
指
導
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
国
体
愛
知
県
選
抜
大
会

●
と
き
　

６
月
９
日
松
午
前
９
時
、

　
日
掌
午
前
９
時
　

分

１０

３０

●
と
こ
ろ
　

市
総
合
運
動
公
園

■
指
導
会

●
と
き
　

６
月
　

日
掌
午
後
１
時

１０

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
・
女
子
中
学
生

●
定
員
　
各
　
人（
先
着
順
）

１００

●
申
し
込
み
　
５
月
８
日
昇
～
　２５

晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
、
申
込
書
を
持
参
か
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
安
城
市
体
育
協
会（
市
体
育
館

内
／
胃〈
　

〉３
５
５
９
／a

 njot

    

７５

a

 i  kyo    8  @
ybb.ne.j

 
        p  ）へ

※
参
加
申
込
書
は
、
同
協
会
・
同

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
プ
レ
ー
と

技
術
を
学
ぶ

⚕
݄

日
晶
Ỗ

日
掌

１１

⚒⚗

文
協
祭

●
と
き
　
６
月
９
日
松

●
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫

●
そ
の
他
　
家
族
風
呂
デ
ビ
ュ
ー

や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な

ど
の
展
示
、
事
故
予
防
や
親
子
の

絆
を
深
め
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
も
あ
り

●
申
し
込
み
　
要
予
約
の
も
の
止

５
月
７
日
捷
～
６
月
１
日
晶
午
前

８
時
　

分
～
午
後
５
時
　

分（
松

３０

１５

掌
を
除
く
）に
、
直
接
か
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
胃〈
　

〉１
１
０
３
）へ
　

そ
れ
以

７７

外
止
当
日
午
前
９
時
　

分
～
　

時

１０

１１

に
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き
　

午
前
９
時
　

分
・
　

時
・

２０

１０

　
時
　

分
・
　

時
　

分

１０

４０

１１

２０

●
内
容
　

抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換

を
、
赤
ち
ゃ
ん
人
形
で
体
験（
約

　
分
）

１５●
定
員
　

各
　

組（
先
着
順
）

１２

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き
　

午
前
９
時
　

分
～
　

時

２０

１０

　
分
、
午
前
　

時
　

分
～
　

時
　

３０

１０

４０

１１

５０

分

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
体
操
で
接
し

方
な
ど
を
学
習
。
赤
ち
ゃ
ん
の
父

母
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の

体
験
談
を
聞
き
、
交
流
し
ま
す

※
高
校
生
が
、
命
の
大
切
さ
を
学

ぶ
機
会
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

●
定
員
　

各
　

組（
先
着
順
）

１０

■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
と
き
　

午
前
９
時
　

分
～
　

時

２０

１１

　
分
５０●

内
容
　

夫
が
妊
婦
体
験
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
日
常
生
活
の

動
作
を
体
験

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
作
り
コ

ー
ナ
ー

●
と
き
　

午
前
９
時
　

分
・
　

時

４０

１０

　
分
・
　

時
・
　

時
　

分

２０

１１

１１

３５

●
内
容
　

身
近
な
材
料
で
お
も

ち
ゃ
作
り（
約
　

分
）

１５

■
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

●
と
き
　

午
前
９
時
　

分
・
　

時

４０

１０

　
分
・
　

時
・
　

時
　

分

２０

１１

１１

３５

●
内
容
　

読
み
聞
か
せ
実
演
、
赤

ち
ゃ
ん
向
き
絵
本
紹
介（
約
　

分
）

１５

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

●
と
こ
ろ
　

①
・
⑩
止
市
保
健
セ

ン
タ
ー
　

②
～
⑦
・
⑫
止
市
内
指

定
医
療
機
関
、
⑧
・
⑨
止
市
保
健

セ
ン
タ
ー
、
市
内
指
定
医
療
機
関

⑪
止
安
城
更
生
病
院
、
八
千
代
病

院
、
三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
そ
の
他
　
　

歳
以
上
・
市
民
税

７０

非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料（
①
・

⑪
を
除
く
）

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

　
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
が

必
要
で
す
。
市
で
実
施
し
て
い
る

検
診
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
検
診
名
／
内
容
／
対
象
／
費
用

左
表
の
と
お
り

費用対象内容検診名

６０００
～２万５０００円２０歳以上

問診、身体・血圧測定、
眼底、眼圧、心電図、血
液検査、胃・胸部エック
ス線、腹部超音波など

①人間ドック

無料

４０歳以上で、市
国民健康保険・
後期高齢者医療
保険加入者

問診、身体・血圧測定、
検尿、血液検査など
（６５歳以上は胸部エック
ス線もあり）

②特定健康診
査・後期高齢
者医療健康診
査

１８～３９歳、６５歳
以上で社会保険
加入者

胸部エックス線、血圧測
定、検尿

③市民健康検診
　（結核健康診
断）

５００円（かく痰
細胞診検査は
別途５００円）４０歳以上

胸部エックス線
（必要な場合は、かく痰
細胞診検査もあり）

④肺がん検診

２０００円胃部エックス線⑤胃がん検診

５００円
免疫便潜血検査⑥大腸がん検診

４０歳以上の男性血液検査（腫瘍マーカー
ＰＳＡ）

⑦前立腺がん検
診

１０００円
２０歳以上の女性子宮頸部細胞診、内診、

視診
⑧子宮頸がん検
　診

４０歳以上の女性視触診、マンモグラフィ⑨乳がん検診

５００円２０歳以上の女性超音波法⑩骨粗しょう症
検診

１万円４０歳以上頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ⑪脳ドック
無料（対象者
へはがきを送
付）

４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０歳問診、口腔内診査⑫歯周疾患検診

※対象はすべて安城市民で、職場などで受ける機会のない人（②・⑫を除く）。
※脳ドックは、９月に募集予定（定員３００人）。

͝
ར
༻
͘
ͩ
͞
͍

市
の
検
診
事
業
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●
対
象
期
間
　

６
月
　

日
松
～
９

２３

月
　

日
掌

３０
●
内
容
　

期
間
中
に
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
挑
戦
し
、
体
重
測
定
の
記
録
を

つ
け
る

●
表
彰
　
　

日
連
続
で
記
録
を
つ

１００

け
た
人
に
、
健
康
フ
ェ
ア（
　

月
１０

　
日
松
・
　

日
掌
開
催
）に
て
参

２０

２１

加
賞
を
進
呈
。
ま
た
、
最
も
健
康

的
に
や
せ
た
と
判
定
さ
れ
た
人
に

は
、
特
賞
と
し
て
記
念
品
を
進
呈

し
ま
す

●
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
で
の

　
歳
以
上
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
　

以
上

１８

２３

あ
り
、
や
せ
た
い
人

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
格
指
数
）と
は
体
重

（
手
）を
身
長（
杓
）の
二
乗
で
割

　
日
間
ダ
イ
エ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

１００参
加
者
募
集

っ
た
も
の

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１００

●
そ
の
他
　

希
望
者
に
は
、
保
健

師
、
管
理
栄
養
士
が
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
手
伝
い
ま
す

●
申
し
込
み
　

５
月
７
日
捷
～
６

月
７
日
昭
に
申
込
書
を
持
参
か
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
市

保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
　－

０
０
４

４４６

５
横
山
町
下
毛
賀
知
　－

１
／
胃

１０６

〈
　

〉１
１
０
３
／k

 enko@
cit

     
   y  

７７

.anjo.lg.j

          p  ）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
セ
ン
タ
ー
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

みみんなで健康になりましょみんなで健康になりましょうう


